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横地健治

早産白質障害の運動障害
分離運動制限
共収縮制御障害
固定的足底屈

30w(双胎1子) つたい歩き 3y3m (5歳まで)

軽度知的障害 親しみやすい
c8m

対称性うさぎ跳び

共同運動 ・かたい直線的動き ・伸展域が優勢 分離運動制限
＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
＊股伸展荷重制限は軽微

c4y7m

定型的diplegia
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c7m

28w, 座位 c4y3m, うさぎ跳び c4y8m 軽度ID

c7y9m; 股膝解離 以後、座位不能となる

共同運動 ・かたい直線的動き ・伸展域が優勢 分離運動制限
＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
＊股外転もあり 股伸展荷重制限（軽度）

c7y8m

27w 四つ這い c3y5m (ウサギ跳び), 座位 c3y9m
軽度知的障害

c10m

共同運動 ・かたい直線的動き ・伸展域が優勢
分離運動制限

＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
＊股伸展荷重制限は軽微

四つ這い c4y7m

定型的diplegia
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c3m 26w 寝返り･座位 未 軽度知的障害

c11y7m

共同運動 ・かたい直線的動き ・伸展域が優勢 分離運動制限
＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
＊股外転もあり 股伸展荷重制限（軽度）

定型的diplegia

分離運動制限とは
・股屈曲位で膝分離伸展(leg lift)がない
・膝伸展は股伸展と足底屈を伴う *股内転内旋は必須ではない
・膝屈曲は股屈曲と足背屈を伴う

完全共同運動
・かたい直線的動き ・伸展域が優勢

c3m

c3y1m

共同運動 左のみ 左側分離運動制限
両側に股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
両側に股外転あり 股伸展荷重制限

片側 分離運動制限
両側 股屈曲過活動･股伸展荷重制限

diplegia
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c3y2m

32w つたい歩き c1y4m, 座位 c2y3m, 独歩 c7y0m 軽度ID
c6y2m 両腸腰筋・大腿直筋・ハムストリング・アキレス腱延長

分離運動制限
股屈曲過活動 *股伸展荷重制限はなし

diplegia

c1y5m

c3y8m

c4y1m
（手術前）

c8y11m(手術後）分離運動制限
股屈曲過活動 *股伸展荷重制限なし

diplegia

共同運動 *股膝屈曲が優位 *完全伸展までいかない 分離運動制限
不全型共同運動

股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
股外転はない 股伸展荷重制限ない

舌出し
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32w  独歩 c4y7m
軽度知的障害

c9y8m

力の入った発声
（アテトーゼ様）

c1y5m

・股屈曲位で固まり伸展しにくい
・股膝伸展位で固まり屈曲しにくい→ 膝は過伸展(反張)となる

・頚後屈位で固まる *頚回旋位で固まることはない 共収縮制御障害
＊膝の分離運動なし かたい直線的な共同運動はない 不全型共同運動 分離運動制限
＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
＊股外転もあり 股伸展荷重制限（軽度）

早産アテトーゼ

c1y5m c3y4m

膝の分離運動なし

大脳白質障害性共収縮制御障害優位diplegia

股内旋が痙性パターン

・股屈曲位で固まる
・股膝過伸展足底屈位で固まる
・開口位で固まる
・頚後屈位で固まる

・左手屈曲位で固まる
・肘は後方で固まる 手が前に出にくい

c1y5m

c1y11m

大脳白質障害性共収縮制御障害優位diplegia
前腕回外位手前出し
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c2y10m

・側脳室近傍部に限局した白質障害
・三角部近傍白質萎縮は高度

基底核･視床⇆大脳の放線冠部の損傷
*皮質脊髄路損傷は軽度

大脳白質障害性共収縮制御障害
基底核視床障害性共収縮制御障害

内包後脚全域

脳回白質以外の
全域白質障害

・31w ・Spasticityはないと診断 ・座位 c2y10m, つたい歩き c3y2m (その後なくなる) ・最重度知的障害

c8y1m

無力型
diplegia
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c7m

c13y2m
c8y5m

高度の寡動 flaccid
＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動 →加齢して股膝屈曲拘縮になる

＊足底屈内反あり 股伸展荷重制限 高度（伸展筋常時筋収縮状態が発来しない）
固定的足底屈にはならない

無力型 diplegia

＊膝の分離運動なし かたい直線的な共同運動はない 不全型共同運動
分離運動制限

31w

c1y8m

座位 c2y1m, 最重度知的障害

高度股伸展荷重制限 diplegia
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31w ・座位 c2y1m ・最重度知的障害

c11m c1y10m

c3y9m

c4y10m

足底屈

股屈曲外転位保持

下肢無動

c1y0m

足底屈

股膝屈曲

c13y4m

背這い
足底屈

股内転内旋の
ない下肢伸展

高度の寡動
膝の分離運動なし かたい直線的な共同運動はない 不全型共同運動

分離運動制限
股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
股外転が強い 高度股伸展荷重制限 

→伸展筋常時筋収縮状態 →非固定的足底屈

菱形下肢

高度股伸展荷重制限
diplegia

c1y8m

c1y8m

・33w，出血後水頭症(VPシャント) ・独歩 3y1m ・最重度ID・折れ線型自閉症

c8m

c1y8m

c8m

内包後脚
全域

中脳

全般性白質障害

高度股伸展荷重制限
固定的足底屈

diplegia
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c7m c1y6m c2y8m c3y11m

c4y0m
c7y5m

c20y

股外旋足持ち

足中間位と足底屈の交代

股膝屈曲
股外転
踏みしめ

足中間位と
足底屈の交代

足中間位歩行

足底屈歩行

足底屈歩行

足底屈歩行

他動的足背屈はｰ70°
母曰く
「てんかん発作直後は
直角になる」

高度股伸展荷重制限
固定的足底屈

diplegia

寡動
膝の分離運動なし かたい直線的な共同運動はない 不全型共同運動 分離運動制限
股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
股外転が強い 高度股伸展荷重制限 

→伸展筋常時筋収縮状態 →固定的足底屈

c4y10m

28w, つたい歩き c2y11m (c4y2mから退行しc5y0mで不可になる), 四つ這い c4y4m 知的障害なし（hyperlexiaあり）

分離運動制限 共収縮制御障害 diplegia

共収縮制御障害 
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c10m

c10y11m

共同運動
完全伸展まで行かない

過開口で
固まる

肩回旋
打ちつけ

眼球下転

ヒコーキ 足底屈

足底屈
股膝屈曲

共同運動 *かたさがない *完全伸展までいかない
不完全共同運動 分離運動制限

肩回旋･上肢打ちつけ 過開口でかたまる
緩徐･努力性発声 共収縮制御障害

股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動 →股膝屈曲拘縮
股外転が強い 股伸展荷重制限 

→伸展筋常時筋収縮状態 →非固定的足底屈

分離運動制限
共収縮制御障害

diplegia
mixed diplegia

31w,  双胎1子

座位 c3y4m, ずり這い 
c4y9m

知的障害なし

分離運動制限
共収縮制御障害

高度股伸展荷重制限
diplegia
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c6m

c6y7m

c11y10m

c7y10m

共同運動 *かたさがない *完全伸展までいかない

不完全共同運動 分離運動制限
肩回旋･上肢打ちつけ 過開口でかたまる 共収縮制御障害
寡動･股外転 高度股伸展荷重制限
股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動

分離運動制限
共収縮制御障害

高度股伸展荷重制限
diplegia

33w 視覚：c4mでは盲、寝返り:未 最重度知的障害

c2y0m

分離運動制限
共収縮制御障害

高度股伸展荷重制限
共在型持続的筋過活動状態

diplegia
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c4m

c6y0m

・33w ・中性視覚障害(c4mでは盲) ・寝返り不可 ・最重度知的障害

c2y4m

c5y1m

・股屈曲 ・股外転

共同運動の下肢伸展

・股屈曲 ・股外転

頚後屈
・股屈曲 ・股外転

頚体幹伸展

笑顔の頚体幹伸展
眼球下転

共在型持続的筋過活動状態

共同運動 *かたさがない *完全伸展までいかない

不完全共同運動 分離運動制限
肩回旋･上肢打ちつけ 過開口でかたまる 共収縮制御障害
寡動･股外転 高度股伸展荷重制限
股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
頚体幹後屈が持続的に強い

分離運動制限
共収縮制御障害

高度股伸展荷重制限
共在型持続的筋過活動状態

diplegia

27w 歩行 c10y10m（以後､不能） 中等度ID, 統合失調症

c6y7m

膝の分離運動なし
 かたい直線的な共同運動はない

不全型共同運動 分離運動制限
股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
股外転は弱い 股伸展荷重制限(軽度) 
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c2y8m

股内旋

c2y5m

膝反張

c2y7m

c5y10m c10y4m

膝の分離運動なし
 かたい直線的な共同運動はない

不全型共同運動 分離運動制限
股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
股外転は弱い 股伸展荷重制限(軽度) 

11m

37w
独歩 3y2m
軽度ID

1y7m

胎生期白質障害
共収縮制御障害
分離運動制限

 diplegia

上方放線冠障害
は弱い
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1y0m

2y9m

胎生期白質障害
共収縮制御障害
分離運動制限

 diplegia

共同運動 ・かたさのない直線的動き 分離運動制限
強い股膝伸展位･足返し位で固まる 肩回旋ない 開口少し 共収縮制御障害 (下肢優位)

＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
＊股外転あり 股伸展荷重制限 

足底屈に伴う
膝反張

下肢伸展位保持が強い

c6y0m
32w

3yで独歩
右内反尖足で
15y3m手術

片側 分離運動制限
両側 股屈曲過活動

diplegia
晩期拘縮進行
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c1y1m

股屈膝屈強い
右leg liftあり

leg lift

股屈膝屈

c4y6m

進行性足底屈
右が強い

c14y5m

左共同運動 ・かたさがない ・伸展域までいかない 分離運動制限(左)
右leg liftあり
股膝屈曲が強い 股屈曲過活動
股外転わずか 股伸展荷重制限は軽微 

片側 分離運動制限
両側 股屈曲過活動

diplegia
晩期拘縮進行

c6y1m

33w5d, 2,228g
仮死ありと
独歩c1y5m
知能 正
高校で独歩不能
となる

PD

29

30



16

c3y8m

膝反張
膝の分離はいい

跳びたがる

跳びたがる

スキップも好き
下降で股膝屈曲
バネ状態

股伸展できない

c6y2m

分離運動制限はなし
股膝伸展･股膝屈曲でかたまる 肩退けで固まる
開口位は少し変

大脳白質障害性共収縮制御障害
股膝屈曲が強い 股屈曲過活動
股外転はなし 股伸展荷重制限はなし 

早産 共収縮制御障害
diplegia

晩期拘縮進行

発達期脳障害では、小児期後期以降に、筋過活動症候が発症し進行する

Burke RE, et al. Delayed-onset dystonia in patients with "static" encephalopathy. J Neurol 
Neurosurg Psychiatry 1980;43:789-97.

Eight cases of persistent dystonia appearing one to 14 years after non-progressive cerebral insults are 
described. Five were due to perinatal anoxia, one to trauma, and two to cerebral infarction. This phenomenon 
of delayed-onset dystonia has not been described previously, although review of earlier literature reveals 
several probable examples. Delayed-onset dystonia due to perinatal anoxia is an important diagnostic 
alternative to dystonia musculorum deformans for dystonia occurring in childhood.

Saint Hilaire MH, Burke RE, et al. Delayed-onset dystonia due to perinatal or early childhood 
asphyxia. Neurology 1991;41:216-22. 

Scott BL, et al. Delayed-onset progressive movement disorders after static brain lesions. 
Neurology 1996;46:68-74. 

Cerovac N, et al. Delayed-onset dystonia due to perinatal asphyxia: a prospective study. Mov Disord
2007;22:2426-9. 
Our preliminary data suggest that over the course of at least 7 years after birth, approximately 1% of infants 
who survived perinatal asphyxial HIE would develop delayed-onset dystonia.
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28w 独歩c3y7m 軽度ID

c1y10m

軽症
分離運動性制限
共収縮制御障害

diplegia

c6m

c3y11m

c2y3m

c3y0m股膝屈曲で固まる

股伸展がわずかな共同運動

股膝伸展で固まる

前方いざり

菱形位

尻振り後方いざり

股膝屈曲踏みしめ歩行

共同運動 ・股伸展がわずか 不全型共同運動 分離運動制限
股膝伸展位で固まる 股膝伸展位でも固まる 共収縮制御障害(軽症）下肢優位
＊股膝屈曲が優勢 股屈曲過活動
＊股外転あり 股伸展荷重制限 

体幹回旋過動

軽症
分離運動性制限
共収縮制御障害

diplegia
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手が前に出ない3m

股屈曲と外転

肩側方出し
前腕回外･手背屈

4m 手が前に出ない

左が悪い

肩回旋の上肢
前出しの前段

下肢は共同運動

股屈曲過活動
股伸展荷重制限
分離運動制限
共収縮制御障害

強い股屈曲に対抗する下肢伸展が共同運動様となる

1y0m

手を前内側･前上方には出しづらい 1y8m

HIEアテトーゼ

共同運動 *かたさがない *完全伸展までいかない

不完全共同運動 分離運動制限
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